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を省みないのは，真に残念なことである。」と云う。[Bullock & Read, 1985,
































































































































































































エール社 Rente Foncière」，「リヨン土地会社 Sct. Foncière Lyonnaise」，
「フランス・アルジェリア土地会社 Cie Foncière de France et d’Algérie」，




























































































譲する」とか [Jacquemet, 1976, p32]，大手不動産会社が放棄した周縁部で，













































































１６） この頃から，今でも普通に使われる表現，「お金が掛かる生活 la vie chère」

















増しをしたと考えられる。[Topalov, 1987, p176] こうしてパリの貧困街区
でも建物の大型化はゆっくりと進行していったようである。１７） だが，こ
図２ パリ８０街区における居住建物の平均家賃（１８９０年）
出典：M. LESCURE: Les Sociétés immobilières en France au















戸から８３年には８．９戸に一挙に増えた。[Topalov, 1987, p124] オスマン・
タイプの家屋は平均して６階から８階であるが，大ブルジョワの住む１６区，
オトゥーユ，ミュエット，８区モンソー台の大邸宅 (hôtel des particuliers) は，
２階もしくは３階建てが多く，また貧しい街区の建物も概して２，３階建て

























































































































































































































































































して１８５７年には『両世界評論 Revue des Deux Mondes』を，１８８１年に













































２１） ジョルジュ・ピコ Georges Picot (1838-1909) の生涯と学問的および社会活


















































































































なのである。」[Picot, 1885, p2] と一般論を述べた後に，国家が広く社会・
労働行政に関わることに警戒の目を向けて云う。「国家に，人々の苦しみ
を根絶する責任を負わせること，それがすべての社会主義理論の魔法の公











































２５） [Cheysson, 1906, p117-137] これとほぼ同じ内容の論文が，Réforme Sociale

























































































いう。[Picot, 1891, p290] 労働者住宅の劣悪さと不衛生が道徳的頽廃を生
んでいるというのも定番である。また家賃高騰の原因を，所有者と総借家




































































































































































































































































































































































[Bullock & Read, 1985, p469]
３７） 家賃の上限は都市の規模で異なる。小都市では年間１３２フランまで，人口
２０万人までの都市では４４０フランまで，パリでは５５０フランまでとされた。









































































































































































































リック神父ルミールが主宰する「土地の一隅と家庭同盟 la Ligue du coin
de terre et du foyer」である。かれは，どんなに狭小であろうが，庶民が
家と敷地の一隅に庭か畑を所有し，花や野菜などを栽培できる幸せを，実








































[Carbonnier, 2008, p74: Guerrand, 1989, p66]
４８）１９０５年末現在で，低廉住宅不動産協会の貸付残高は，バロックによれば７５
件，３８３万フラン，[Bullock&Read, 1985, p483]，チュロによれば４５０万フラ























































































鎖式中庭 la court fermée」が主流である。それは，中庭をぐるりと建物で
囲むもので，私的土地所有と安全を優先した構造である。つまり余所者が
簡単に建物内に侵入しないように出入り口を一つにして，そこに守衛・管













































































































































































































































































































で１６％も値上がりした。６２） [Rousselle, 1911, p8] これと符合するように，
労働者家族の家計に占める家賃の比率は，第三共和政初めの１９％から第

































































































していた。[Guerrand, 1989, p68] ボンヌヴェ法案は，国会論議では大した
異論もなく全会一致で可決された。これも異例のことであった。６６）
ボンヌヴェ法の内容で革新的なことは次の二つであった。一つは，「低










































































































































































































７６） その地名表記は，以下の文献では４つほど合わない。［Bullock & Read, 1985,
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